
書式第 12号 (法第28条関係)

1 事業の成果

【1.COVID‐ 19の影響によるホームビジット活動停止状況】

昨年に引き続き、COⅥ D‐ 19の影響で既存のホームビジット活動は自粛を余儀なくされている。今年度は退
会、休会を検討するホストの対応及び新規ホスト登録を希望する方への対応を行った。

また、登録ホスト同士や事務局との交流を図るコミュニティイベントをオンラインで合計7回行い、情報や会

員各自の想いを共有する機会の場作りに取り組んだ。

ホームビジット活動を再開できる目処は立たない一方で、今年度は (財)日本財団からの助成支援を賜り、
約5ヶ月間に渡り主に子育て家庭に向けてオンライン国際交流及び過去の国際交流経験を振り返るプログラム
の開発を実施した。

【2.オンライン国際交流への取り

2020年 11月～2021年 1月の3ケ月間で、合計26回のオンライン国際交流を実施し、合計126名 (日本国内から
81名、海外から45名)が参加した。交流国は合計13カ国 (韓国、台湾、中国、ベルギー、フランス、プラジ
ル、フィンランド、フイリピン、ドイツ、カナダ、インドネシア、アルメニア、アメリカ)。

さらに上記の取組を元に、オンラインで交流したい日本人側と日本語を学ぶ外国人側が各自で交流相手を募
り交流機会を得られるシステム (『コンパラ」∞lml"ra.jp)を 構築した。
今後、� hコ ロナ時代・アフターコロナ時代にシステムを利用しより多くの方にオンラインでの国際交流機
会を提供していきたい。成果が実現するまでにはある程度の時間を要するが、今後数年間で月間50組程度
の参加者がシステムを利用し定期的にオンラインでの国際交流を経験している状態を目指す。

【3.国際交流を親子で振り返るプログラムの制作】

経験学習理論 によると人は単に経験するだけでなく、自らの知識や体験、感情など
を見つめ、意味を構築するプロセスを経ることで学習し成長することができると言われている。経験の振り
返りは、価値観が多様化し変化が激しい現代社会の中で、他者とかかわりあいながら自主的に生き、学び続
けるために必要な取り組みである。

一方で、これまでの活動では「特に子育て世帯の日常は忙しく、親子で振り返る時間をもつことが困難であ
る」という課題があった。

そこで、新型コロナウイルス感染症の影響でホームビジットの受け入れ活動ができず自宅にいることが多い
この時期だからこそ、家族みんなで過去の経験を振り返り、特に子ども自身が自分の受け入れ体験を客観的
に振り返ることができるカードゲーム (「MOMO」 )を開発した。また、カードゲームを通じた振り返りの
経験を他のホストと意見交換することで視野を広げたり、未来の国際交流への次のアクションを考えること

を目的にワークショップを開催した。主に小学校中学年程度の子どもがいる家族を対象に実施し、合計31家

族が参加した。
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2 事業の実施に関する事項
(1) (事業資の総費用 【

""】
千円)
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匡霞圏 日時 【]ヨ

ワ

“



書式第13号 (法第28条関係)

令和 2年度 活動計算書(その他事業が盤L場合)

事業報告用

特定葬
=網
活■法人 鮨■� Vi3it

正会員受取会費

・賛助会長受取会費

小計・ 合計

受取寄附金

饉設等受八辞薔益

3‐警幣常|     ―■‐■■‐
 _受取助威金

II11・ 1, ||

1,“呵∝ゆ

1.3“爛 o.

ホームビジットで曽事業収益

ホームビジット普及啓発事業収益

ホームビジットに関するセミナー、イベント事業収益

■α薔

心 計 1.講4,028

:A】 ―

【●】

581)□

:鬱 外

( 人絆費

□ 滅 ■

諸 費 用

事務用品費

用 針

給料手当

雑収入

奮 外 収 魯

売上原薔

外注費

広告宣伝費

消耗品費
~旅
費交通費

通信費

:事務用品費

‐壌代家賃

保険科

支払手数料

会議費

支払報爾

租税公凛

荷造発送費

42421

3,782

8,151

綸料手当

役員報醸

退職給付費用

機利厚生費

地代家賃

固定資産売却損

災書損失

:過年度損益修正損

・役員欅

“退職給付費用

:=福利厚生費

固定資産売却盤

:過年度損益修正益

用 計

⑤

(641

■5`5,610



書式第 15号 (法第28条関係)

令和 2年度 貸借対照表
事業報告用

特定非営利活動法人 Nagomi Visit

科 目 金  額 小計・合計

【A】 の 部

11

2,102,754

現金預金

未収金

棚卸資産

前払費用

仮払金

2,041,414

0

0

48,840

12,500

① 2,1102,754

2

(1)有移目定資産 ｎ

Ｖ

車両運搬具

什器備品

ｎ

ｖ

ソフトウェア

借地権

(13)投資その他の資産
Ａ
υ

敷金

長期貸付金

②

【A】 資 産 合 計 ①+② 2,102,754

未払金

預り金

前受金

未払法人税等

548

30,500

70,000

1,097,677

1,198,725―・③

0・

・ 0・ ④

正

0

0

合

前期繰越正味財産額 1,545,610

(64r, 58r)当期正味財産増減額

【B-2】 工 味 財 産 の 椰

長期借入金

退職給付引当金

ｎ

Ｖ

【B― 負 償 の 部

負 債 合 計 ③十④ 1,198,725

904,029

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 2,102,754



令和 2年度  計算書類の注記 事業報告用

特定非営利活山法人 Lp� Visit

1.重 要な会計方針
計算書類の作成は、ⅢЮ法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 一部改正
NPO法人会計基準協議会)によつています。

(1)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税込経理方式によっています。

2.事 業別損益の状況

3.役 員及びその近親者との取引の内容
給料手当には使用人兼務役員分も含まれていますが、支給対象者数が少ないため個人情報保護の観点から取
引金額の明示を省略しています。

4 その他特定非営利活動法人の資産、
めに必要な事項

負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするた

事業費と管理費の接分方法

各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、給料手当、旅費交通費、事務用品費、地代家賃に
ついては従事割合に基づき按分しています。

科 目
ホームビジット運営
事彙 惑

=牟
巣
ジツト
・
及 ホームビジットに饉するセミナー、イベ
ント事業

事業部門計 管理部門 合計

0

0

1,380,000

4,005

0

0

0

1,380,000

4,005

23

0

0

1,380,000

0

0

0

0

0

4,005

0

1_n80_000 4_00S 1_■R4_1005 23 1_■84_028

0

1,641,500

0

80

0

304,780

0

41,252

0

3,782

0

0

583

8,151

0

0

0

2

0

8,634

0

1,169

0

0

0

0

「 0

0

641,500

0

82

0

313,414

0

42,421

0

3,782

0

0

600

8,151

0

0

0

0

0

0

0

15,659

0

0

0

0

0

0

0

641,500

0

82

0

313,414

0

58,080

0

3,782

0

0

600

8,151

,fX■ヽ 1,R 9_A,, ,_000_050 1■ _659 2_025_609

2.(XX〕 .128 9.822 2.009.950 l風 659 2.025.609

(15.636) (641.581)

I 経常収益
1・ 受取会費

2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当

役員報酬

退職給付費用

福利厚生費

人件費計

(2)その他経費

売上原価

外注費

広告宣伝費

消耗品費

旅費交通費

通信費

事務用品費

地代家賃

保険料

支払手数料

会議費

支払報酬

租税公課

荷造発送費

その他経費計

経常費用計

当期 郷 常 遭 澄 輌



書式第17号 (法第28条関係)

令和 2年度 財産目録

事業報告用

特定事曽祠活助法人 晴 i Vi● it

全  薇 小  =十 □

48,1■0

12まЮ

2,041,414

.:::■ ■  .1 
‐

=ニ
ユニユニ
■1言颯,75`

■112,754

0

'      0

コロ

長期貸付金

・●

田□〔コロ

圏日曰

車両運搬具

(1)

(2)

0

134,281

24,192

1,882,∝ :

48,840

12,“Ю

現金預金

手元現金

Payp● 1

Stripe

楽天銀行  普通預金

前払費用

地代家賃

仮払金

欄卸資産

販売用寄附物品

ソフトウェア

オペレーションシステム

文書編集ソフト

2,102,754

1,097,677

30,“Ю

■ 000

蜃B

548

3),:XЮ

7Q000

725

□

0

未払法人税等

長期借入金

【A】 賣 産 合 計 ①+0

1

1,"9,5∞

7,007

6,850

4,320

未払金

給与未払金

経費未払金

広告宣伝費 (ア フィリエイ ト広告分)

源泉欧収税立春分

預り金

源泉燎収税

前受金

ホームビジット参加費用

退職綸付引当金

職員

【B-1】 彙 ● の

【8-1】 負 債 合 計 0+④ 1,198,725

∝X,020【B-2】 正 味 財 産 合
=}【
A】 ― 【3-1】



書式第 18号 (法第28条関係)

醍I菫□

令和 2年度年間役員名簿 雲貯 糖霧ビ百露縮儀露協調雰各暴霧密楚層
所

特 劇 卜営禾ll活101法 人  Naoorni Visit

2 役員一覧

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

ビ以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第20条関係)
ビ各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

役名
どちらかに○

(フ リガナ)

氏名

クスノキメグミ
□

楠 めぐみ

前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)

年  月  日

年:  月  日

2020年

2021年

10月   1日

9月 30

オオタオアリサ

2 □

大峠 麻里沙

スズキトモエ

3 □[ヨ

鈴木 友絵

2020年

2021年

10月   1日

9月 30 固

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日

2020餞F

2021年

10月   1日

9月  30 日

4 □

キヌガサマサコ

衣笠 雅子

10月   1日

9月  30 日

年  月  日

年  月  日

10月   1日

9月  30 日

年  月  日

年 年  月  日
Ｆ
Э □

カイケイジ

甲斐 啓二

6 理事 。監事
年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日

7 理事・監事
年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日
8 理事・監事

年  月  日

年  月  日

Ｑ
） 理事・監事

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日
10 理事 。監事

年  月  日

年  月  日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人__堕廻亘」埜二_____.

氏   名

庸 めぐみ

2 大峠 麻里沙

3 冷木 友絵

4 女笠 雅子

5 神田 英子

ハ０ 高柳真由美

7 浅田恵美

8 石井泉

Ｑ
） 鈴木 朋子

10 長野 緑


